
 

 

 

 

第７４回 車 座 集 会 
― 前向きな終活を地域のみんなで考えよう ― 

～人生 100 年時代、地域とつながり 

元気で楽しく宮前区に住み続けるためのチャレンジ～ 

 

 

１ 開会                   （10：00～10：10） 

 

２ 終活に関する区の取組及び終活の実体験の共有  

（10：10～10：30） 

３ 意見交換 

  ・プレ・エンディングノートの活用と終活を自分事と捉え地域のこと

を考える意識の醸成について       （10：30～11：30） 

  ・プレ・エンディングノートの区内への展開のためのアイデア出しに

ついて                 （11：30～11：55） 

   

４ 閉会                   （11：55～12：00） 

 

令和７年２月２４日（月）午前１0 時から 

宮前区役所４階大会議室 

 

 



令和７年２月２４日
宮前区役所

第７４回 車座集会（宮前区）

テーマ：「前向きな終活を地域のみんなで考えよう」

～人生100年時代、地域とつながり

元気で楽しく宮前区に住み続けるためのチャレンジ～



本日のプログラム
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（１） 終活に関する区の取組及び終活の実体
験の共有

（２） プレ・エンディングノートの活用と終活
を自分事と捉え地域のことを考える意
識の醸成について意見交換

（３） プレ・エンディングノートの区内への展開
のためのアイデア出しについて意見交換



① 遺された家族の負担を減らすことができる
② 死後の相続トラブルを防ぐことができる

③ 老後の不安を解消できる
④ 人生を振り返り気持ちを整理できる
⑤ 残りの人生をより充実（豊かに）させることができる

そもそも終活とは
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終活のメリット

終活を開始するタイミングや年齢に決まりはないものの、終活には荷物の整理など、時間
を要すものがあるため、体力・気力・判断力が充実していて、人生も折り返しのタイミン
グである、40代や50代から始めることが、理想的とも言われています。

一般的には、還暦や退職を迎える60代以降や、子供が就職・結婚する40代～50代など、
人生の節目をきっかけに興味を持ち始めるケースが多くなっています。

終活とは、「自分の人生の終末のためにする活動のこと。就職活動が「就活」と略されるの

と同種の造語で、週刊誌の連載記事で初めて使われたとされる。当初は自分の葬儀や墓につ
いて生前に準備することをさしたが、ことばが定着するにつれ、医療や介護についての要望

、身辺整理、遺言、相続の準備なども含まれるようになった。」と日本大百科全書(小学館)

では定義※されています。

終活を始めるタイミング

家族に関すること

自分に関すること

・・・・

・・・・

※出典：小学館日本大百科全書(ニッポニカ)(コトバンク引用ページ：https://kotobank.jp/word/%E7%B5%82%E6%B4%BB-681604)

本日は、「自分に関するこ
と」に焦点を当てた議論とさ
せていただきます

https://kotobank.jp/word/%E7%B5%82%E6%B4%BB-681604


川崎市の将来人口推計結果（65歳以上人口割合）など
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宮前区は、要介護認定率が7区で最も低く、健康意識が高い高齢者も多い状況です。

一方、宮前区の令和5年10月時点の老年人口（65歳以上）割合は21.9％と、7区で3番目に高いが

、市の将来人口推計では、令和32年（2050年）に麻生区を抜いて7区で最も高くなり、以後もそ

の状況が続き、令和47年（2065年）には37.3％になるなど、今後急速に高齢化が進展していくこ

とが予測されています。
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川崎市（全市）将来人口推計結果(65歳以上人口割合)区別の要介護認定率

出典）川崎市総合計画 第3期実施計画の策定に向けた将来人口推計
(令和2年国勢調査結果反映)



宮前区における65歳以上人口の将来分布の推移
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出典）国土交通省 メッシュ別将来人口推計
（※2015年国勢調査基準）

2020年推計 2030年推計

2050年推計

 宮前区では、今後田園都市線沿線の周辺エリアで、高齢者が多い赤いエリアの増加が予想されています。

新しく転居してきた
方が多いエリアで
今後のコミュニティ
形成等に課題がある

宮前区将来人口推計 4次メッシュ（500mメッシュ）



「自分の将来のこと」に関して市民の関心が高い
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関心を持っていること（複数回答） 関心を持っていること（性／年齢別）

令和４年度のかわさき市民アンケートでは、「健康」や「老後の生活」など、自分の将来に関係
することに関心を持っている市民が多く、早い段階からの人生100年時代を見据えた意識づくりに
取り組んでいくことが重要となっています。



「前向きな終活」について考える議論
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１ 日程 ９月２４日（火）１４時～１６時

２ 内容
（１）終活をテーマとした理由等について

（２）終活の主な取組等について

（３）終活の実体験の紹介

・TIDA's house（ティダズハウス）運営 小川 じゅんさん

・こんまり®流 片づけコンサルタント 吉村 伸江さん

（４）意見交換① 気軽に始めやすい「プレ・エンディングノート」とは

（５）意見交換② 終活に代わるポジティブな表現について

プレ・エンディングノート等について議論

 前述のとおり、宮前区は2050年に高齢者人口が市内で最も高くなることが予想されており、

「元気で楽しく宮前区に住み続けてもらう」ため、市民の関心が高く、充実したセカンドラ
イフを送るために重要とも言われる「終活」をテーマとして、令和6年9月24日(火)に、地域

の課題について議論する場である「宮前区地域デザイン会議」において、区民の方と意見交

換を行いました。

 会議では、実際に親の終活を体験された方や区内で活動されている方などに参加いただき、

気軽により前向きな終活を始めるきっかけとしての『プレ・エンディングノート※』に関し

て議論を行い、書くハードルが高いエンディングノートをどのようにしたら書いてもらえる
かなどの視点で様々な御意見をいただき、その内容を更新してきました。



１月に開催した「早いうちから始める終活セミナー」について
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 地域デザイン会議での議論等を踏まえ、早いうちから始める「新しい終活セミナー」

を市民向けに１月に開催し、58名の方に参加いただきました。

 また、終活セミナーと同時開催で、地域包括ケアシステムの推進イベント（地域の活

動団体の紹介、自分のからだを知る（健康状態把握）体験等）も行い、多くの方に御

参加いただきました。

×



「終活セミナー」の参加者の感想や反応等ついて
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 当日は、セミナー以外にも、図書館の協力の下、終活関連本の展示なども行いました。

 参加者のアンケートでは、約 87％（満足・概ね満足）の方に満足いただけるなど、終活を

始めるきっかけを作ることができました。

 具体的な内容を聞けたので、今後の片付
け、エンディングノートの作成をしてい
きたいと思った。

 いつも気になっている洋服、写真の片付
け整理の仕方とても参考になりました。

 人との交流・つながりが大事だと認識し
ました。

 一回限りではなく、継続的に多方面のセ
ミナーがあれば参加したいです。

 大枠の終活に関する理解できたのが良
かった。葬儀や埋葬のことも知られたら
良かったと思いました。

 遺言書の作成のルールなど、家族信託の
手数料などどれくらいか教えてほしかっ
た。

セミナー参加者の感想等

概ね満足

67%

満足

20%

物足りない

5%

少し物足りない

5%
どちらでもない

3%

終活セミナーアンケート結果

図書館に終活関連本の
コーナーを特設で設置

セミナー会場で終活関連本を紹介当日のセミナーの様子



【参考】区内等での取組事例
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宮前図書館主催のセミナー
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 その他、宮前図書館では、セカンドライフセミナーを開催しているほか、向丘出張所を拠
点に活動しているむかおカフェ実行委員会主催で、認知症・終活・相続講座などが開催さ
れています。

向丘出張所を拠点に活用する
むかおカフェ実行委員会主催の講座



プレ・エンディングノートの活用と更なる区内展開に向けた意見交換
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SDC・地ケアの取組紹介

地域活動のすすめ

 一般的なエンディングノートは残された家族のために書く項目が多いですが、

プレ・エンディングノートはやりたいことリストの作成など自分の将来のこと

を考える内容が中心となっており、より前向きに終活を始めるきっかけとして

いただくために作成した宮前区オリジナルのエンディングノートです。

 また、終活をきっかけに地域のことにも目を向けてほしいため、つながりが寿

命に影響するデータ等を入れて込み、地域活動をすすめる内容なども入れ込ん

でいます。

※プレ・エンディングノートとは

遺された家族のために
書いておいて役立つ項目自分のやりたいことリストの作成


